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珍 しい 環節結構 を示 す水 生異相翅 目昆蟲
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　1859ST 舳 氏 が 盈 め オ脚 瀦 と云 ふ頭 と前胸 との 間 に 有 る か 無 い か わか ら臓 位

な縫 合 線 の 有 る新屬 の 水 生 昆 蟲 を 記 載 した 。 其 後 四 種 程 追 加 さ れ た が、 屬の

分布 は 支那 、
7i リ ツ ピ ン

、
ゼ ノ

レ マ
、

ス マ ト ラ s
セ U ぺ

甲
ス 及 マ ダ ガ ス カ ノ

レ で あ る
。

1918BERGROTH 氏 は 此 屬 で は 頭 は 蜘蛛類 Arachllida の 樣 に 胸 と癒 合 し て 頭 胸

部 を作 つ て 居 る の で
、 自由 に運 動出 來 滋 と云 つ た 位 で あ る 。 本屬は 今 ま で マ ツ

モ ム シ 科 KotOBectidae に 編 入 し 、
　 P 齠 屡の 近 くに 置 か れ て 居 た 。

　然 る に C．CHRIs’
rY 博士 指 揮下 に行 は れ 尢 英 國溥 物 館 の TaD 撃 nyika 探 檢 に

險 し、
Helot？’cp

−
h　es　ee似 た ニニ新屬の 水 生 昆 蟲が 知 られ た

。 共 に 彼 に 比 べ る と鱧 が

多 少 孺 くなつ て 居 う、 成 體 で は 頭 と前胸 との 間 に 名殘 の 縫 合線 さ へ 竜淌 失 し て

了 つ て 居 る の で あ る． 江 崎 悌 三 及 CHINA の 爾氏 は 此 に fc！　ioeOi1・is及．魚 S膨α の

ノ
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　 　 挿圖 は Jf］io” orts 　litltal，］tih．ts　ESAIfl　et・　CBINA ， 1927 の 歩蠍 眼 の 問 の 後方に 縫合線 が つ れ て

　 　 di　C 居 る もの と 成盟 の 雌蟲 （前 記 の 線無 き もの ）な 示 す 。
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新 名 を 命ぜ られ た 。 面 臼 い こ と に は ∫肋 C顔 8 の 方 で は 歩 蛹 に は Ifetotrephesの

成體 に 見 る と同 じ縫 合 線 が 存 在 す る。

　此 の 珍 奇 な水 生 昆蟲 三 屬 は Metamerism の 面 臼 v 點 に於 て 共逋 なばか うで な

く、 雄 蟲 の Ge ヱ｝ital　segment が 非常 に 不 均整 に な つ て 居 b 、 鮒 が 1− 1− 2 の 節 型

で あ る の で
、

一 括 し て 薪科 HelotrephidaG を建 て て あ る。 徇 ほ著者 等 は 生 態 及

系 統 論 を も發 表 し て居 られ る が 、 抄 者 の 興 味 は 其 所 に 無 い の で 、 茲 1こは 紹介 し

な い
c 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （岸 田 久 吉 抄 ）

　　　　　　　 臭 液 を 出 す 直 翅 類

　 　 HINGSTON ，　M 。　R ．　W ．　G ．− 1927
，
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　 ヒ ン グ ス ン 氏 は 印度 に於 て 、 四 種 の n ナ ゴ （・ “ ツ タ ）科 が 其 の 體 か ら液 を噴 出

す る 習 性 あ る こ と を觀 察 し て 居 る 。 野 外 觀 察だ け で は あ る け れ共 、 面 自 い 事 柄

と云 ふ 點 で は 誰 も疑 ふ ま V ・
。

　 1， Poee’iioccrus　pieezes　FABRICIus． 此 は 色 が 華 美 で あ る
． 能 く Oagot・ropis

∬甲 伽 勲 と云 ム タ ウ ワ タ 科植 物 の 葉 上 に と 2 つ て 、 そ れ を食 つ て 居 る 。 此 色 や

習性 か ら見 る と鳥類 に い と らは れ る 動物 ら しい
。 此 蟲 は 歩 蛹 竜成體 も惡 臭 あ る

液 體 を噴 出 す る ． 歩 蛹 の 脊 の 腹 部 第 一 及 第 二 爾節 間 に 孔が あ つ て 、 何 か 刺戟 を

受 け る と急激 に 5 糎 以 上 竜液 體 を 張 く上 方 に射 出 す る。 成 體 は 歩 蛹 よ b も術 ほ
一

層 毒 々 しV2 で に 美 し くな つ て 居 る が 、 同 じ位 置 に液 孔 が あ つ て分 泌 を す る
。

併 し 、 翅 が 延 び て 居 る の で 上 に 射 出 す る わ け に行 かず 、 液 は 後 翅 と腹 との 間 に

湛 皇 られ て か ら 、 左右 兩 側 へ 漏 れ 出 て
， 粘 性 あ る 泡 球 と な つ て 居 る

。 太 つ て 居

b ， 飛 翔 竜跳 躍 竜巧 み で な い 種 類 で あ るか ら 、 不 快 な臭氣 あ る 液 に依 つ て 鳥 の

難 を避 け よ う と 云 A の で あ ら う。

　2． Typhol ）terct　do7totund・　Do ．N “
’

．iDIEux ． 此 蟲は 體 が 大 き く、 黒 味 勝 ちで あ る

が 、 胸 部 と前 翅 に は 黄斑 が あ つ て けば け ば し V 。 垣 根 な どに 居 る が 、 鈍 重 な も

の で 、 危 難 に 遭 ふ と バ タ ッ と落 ち て 此 を 避 け る
。 夜 間 は 存 外 活 撥 に な ）1 、 サ ボ

ラ v を 食 害 す る。 液 孔 は 1）前 胸 背 に 一 封 、
2）前 翅 の 脈 に數 ケ 厨 、

3）前肢 の 附

に 一 ケ 脈 4）中肢 の 基 腿 兩節 問 及 蹐 に 各 一一
ケ 所 、

5）後 肢 の 基 腿兩 節聞 及 附 に各
一 ケ 所存 在 す る

。
最 竜激 し く液 體 を噴 出す る の は 前 胸 背の もの で 、 液 は 隹 々 十

糎 の 高 さ ま で 噴 出 され る が 、 翅脈 の は 滲出 す る と云 ム 程 度 ｝ζ過 ぎな い
。 矢 張 鳥

の 害 を避 け る に役 立 た うか と云 ぷ v

　3． Aularcltes禰 ‘伽 伽 五INNAEuS ． 十 月頃 ピ ノγ マ の 海 岸地 方 の 叢 に 多 く居 る 、

色美 し く、 鈍 重 な種 類 で あ る 。 雄 も雌 も手 づ か み にす る と胸部 で 音 を出 す 。 高

くは な い が 、 銚 い 警愕 を あ らは す 吾 で あ る
。 液體 の 分 泌 は 壓 力 を 加 へ て 起 る の

、
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